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日本語・日本文化研修コースにおける�
「日本論入門」の実践

香　川　由紀子

要　旨

本研究では、2021年度に実施した名古屋大学国際言語センター日本語・
日本文化研修プログラムの「日本論入門」科目について報告した。日本語・
日本文化研修プログラムでは学習者の日本語の 4 技能を伸ばすだけでな
く、日本文化への理解に導く授業が求められる。このことからインプッ
ト材料として日本論の系譜や文化の諸相を紹介し、学習者がディスカッ
ションで意見の表出や交換を行うことによって考えをまとめ、最終的に
自分なりの日本論を発表する授業を構成した。日本論の著書については
十分に理解を促せなかった回もあったため、わかりやすい解説の工夫を
することが今後の課題である。日本語教育で文化論の系譜を扱うことは、
教師側からの情報の伝達に留まる可能性や、学習者が文化を型にはめて
考えることに導いてしまう可能性があるなど、不安があったが、ディス
カッションでは様々な角度から文化を捉えた意見の交換が活発に行われ、
学習者の反応も概ねよかった。

キーワード
�日本論、日本文化の諸相、日本語・日本文化研修プログラム、日本語教

育における日本文化、意見の表出

1 ．はじめに
名古屋大学国際言語センター日本語・日本文化研修プログラムは、「本

国の大学で『日本語・日本語学・日本語教育・日本学（日本研究）』を主

専攻とし、 2年以上の日本語学習歴があり、日本語能力試験 N2以上の日

本語力を有する者」を受講対象としており、目標として「（ １）上級レベ

ルの体系的な日本語力の習得」に加え、「（ ２）日本、日本文化に対する的
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確な理解、（ ３）各自の専門分野に通じる基礎的な知識と研究方法の習得」

が挙げられている１）。学習者の日本語の 4技能を伸ばすだけでなく、日本

文化への理解に導く授業が求められ、その内容は、今後、学習者が研究を

深めていくことを見据えて構成する必要がある。このことから、同プログ

ラムの受講生向けの授業では、学習者に研究のヒントを与え、基盤を作る

ことを目指した文化科目を導入した。本研究では、2021年春学期に日本語・

日本文化研修プログラムの受講者に実施した「日本論入門」について報告

する。

2 ．授業の概要
2 ． 1 　授業目標

目標は、日本社会の中に見られる文化的事象を捉え、異文化と比較して

その特徴を述べられるようになることである。これに向けて、まず近現代

に書かれた日本論をいくつか概観し、内容とアプローチを学び、ディス

カッションを行う。これを踏まえ、日本文化の中から関心のある事象を選

び、その特徴を自文化と比較して発表とレポートにまとめることを課し

た。

2 ． 2 　参加者

授業の参加者は、日本語・日本文化研修プログラムの受講者 8名（中国

2、インドネシア 3、ベトナム 1、インド 1、ルーマニア 1）であった。

2 ． 3 　授業内容 

授業は90分、全15回で、内容は以下のとおりである。

第 1週：オリエンテーション、日本論について

第 2～ 7週：日本論の系譜

・九鬼周造『いきの構造』（1930）－姿としぐさ

・新渡戸稲造『武士道』（1908）日本語訳－心性（近代）

・土居健郎『甘えの構造』（1971）－心性（現代）
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・�ルース・ベネディクト『菊と刀』（1946）日本語訳－外国人の日本論　

欧米と日本

・�李御寧『縮み志向の日本人』（1982）－外国人の日本論　アジアと日

本

第 9～12週：日本文化の諸相

・ジェンダー（近代の女学生文化）

・言語（翻訳語・翻訳文学の受容）

・表現（kawaii文化）

第13～15週：発表準備、発表、まとめと振り返り

最終課題：発表後、コメントを踏まえてレポートを書く

3 ．日本語教育における「文化」の導入
「文化」とは何を指すのか、教えるものであるのかについて、細川（2021）

は、ことばと文化の統合という観点に立ち、言語文化教育は個人間のコ

ミュニケーションとしてのことばの活動に注目するものであり、人が誰で

も持つ固有のテーマを表現すること、自己表現につなげていくことこそが

「文化」であると述べる。つまり、アウトプットの行為自体が「文化を学ぶ」

こととなる。アウトプットを主体として文化を習得していくことは、日本

語教育における文化教育の方法として非常に意義のあることと考える。し

かし、上級レベルの学習者においては、自分のことばで表現するという目

標だけでは、単に調べたことや感じたことを発表するのみで題材が幼稚に

なり、文法表現、発音などが向上すれば満足してしまうことも考えられる。

今後、学習者が日本学を専攻する可能性も考慮すると、文化自体について

新たに得る知識、つまりインプットも重視し、発表の題材のヒントを与え

ることが必要であろう。

このことを踏まえて、本授業では「日本論入門」と題し、日本文化論の

系譜や日本文化の諸相の紹介と、それについてのディスカッションを通し

て、日本文化研究のアプローチを示すことにした。「文化を教える」ので

はなく、これまで書かれてきた「文化論」を紹介し、これを足掛かりに学
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習者自身が自分なりに「日本論」を考えられるようになることを目指した。

インプットは、日本論の系譜と日本文化の諸相のパートに分け、近代か

ら現代を扱った。内容は前章の「授業内容」で述べたとおりである。日本

論については、数多い著書の中から数点を選択することは困難であるが、

価値観が大きく変わった近代と現代を含めること、日本人論においては外

面（身体性）と内面（心性）の両方を扱うこと、海外から見た日本論を扱

うことを念頭においた結果、上記の ５点となった。いずれも日本論といえ

ばすぐに思い浮かび、日本国外でもよく知られているものである。

次に、どのような視点で切り取って文化現象を分析することが可能であ

るかを示すため、「文化の諸相」として例を ３ つ紹介した。例えばジェン

ダーについては、その考え方が大きく変わった近代に独自の習慣や言語を

共有した女学生に焦点を当てて「文化」が形成されていく様子を紹介した。

また、日本語運用能力を伸ばすことに重点を置いて学習し、言語研究と文

化研究を分けて考えている学習者が多いことを想定し、文化論が言語と深

く関わっていることを翻訳研究の例を通して示した。

授業は、著書や文化現象をパワーポイントで解説し、 3から 4つの質問

を提示してグループでディスカッションした後、クラス全体でシェアする

という流れで行った。解説の際に留意したことは、これらの日本論を学習

者が規範として捉えないようにすることである。著者の論を正しく理解す

る必要はあるが、論じられている日本文化を「正解」として習得するべき

ものであるとは考えないように、批判的に読むことを強調した。

4 ．学習者の取り組みへの工夫
本章では、日本文化研究のアプローチを意識した学習者のアウトプット

を導くための工夫について述べる。

4 ． 1 　意識づけ（身近な日本文化についての話し合い）

各回の授業の前に、身近に触れた日本文化や疑問に思ったことを挙げて

もらい、クラスで話し合った。身近な事象に目を向け、それを自分なりの
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日本論に発展させる練習をして、学期末の発表につなげるのがねらいであ

る。前回の授業からの 1 週間のうちに本やアニメや街中で見かけた物や

人々の行動・習慣などで気になったことを順番に発表し、自文化と比較し

ながら、それは日本の特徴、日本人の性質と考えられるかなどを話し合っ

た。

主な具体例として学習者からは、接客態度、結婚式、飲み会の形式、共

有スペースに傘置き場があることなどが話題に挙げられた。自文化と異な

る事象のみを話すのでなく、根本にどのような考え方の違いがあるのかを

話し合うように促した。例えば、結婚式については「祝い」に対する考え

方の違い、傘置き場については「所有」の意識の範囲の違いなどに発展さ

せて話し合うことができた。

4 ． 2 　ディスカッション

日本論や文化の諸相を紹介した後に、グループディスカッションを行っ

た。例えば『いきの構造』であれば、写真を共有して、著者の論に沿って

考えるとどのような表象が「いき」となるか、学習者自身はどのように感

じるか、著者が言うように日本独自の概念であるのか、学習者の国／文化

には様相やしぐさについての独自の価値観はあるかなど、各テーマについ

て内容確認と考察のための質問を毎回 4 つほど提示してグループで話し

合ってもらった。

グループディスカッションの際は、Googleドキュメントを共有し、グ

ループメンバーがディスカッションしながら書き込んでいく方法をとっ

た。この方法は、時間内にメンバー全員が意見を表出すること、書き込む

ことで考えを整理すること、ほかのメンバーの意見を文字で確認できるこ

とにおいて有効であった。またグループディスカッションの後にクラス全

体で意見をシェアする際にも、学習者は他のグループの書き込みを見なが

ら意見を聞くことができるため、理解の助けとなった。全体で口頭で報告

する時間があまり取れない場合にも、教師、学習者共に、あとから個々の

意見を確認することができた。
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4 ． 3 　発表

学期末に自分なりの日本論をまとめて、質疑応答を含めてひとり20分の

発表を行った。発表テーマを意識して身近なできごとから探せるよう、発

表についてのオリエンテーションは早め（第 6週）に行った。オリエンテー

ションの際には、毎回の授業前に身近な日本文化について話し合ったこと

を振り返り、調べたことを報告するだけでなく、考察を加えることを再度

確認した。スケジュールは、テーマの決定、アウトラインの提出、レジュ

メの提出、パワーポイントファイルの提出（発表時にパワーポイントを使

用する者のみ）、と余裕をもって組み、テーマの変更もできるようにして、

第13週、第14週に発表を行った。発表時には、他の発表に対して質問をす

るように促した。質疑応答はレポートを書く時に確認できるよう、Google

ドキュメントに書き込むようにした。

5 ．学習者の反応
本章では、本授業のねらいと工夫を学習者がどのように受け止めていた

かを述べる。

5 ． 1 　インプットの材料

まず日本論を授業で扱うこと自体について、学期末に行ったアンケート

の「色々な『日本論』を授業で扱い、考えることは、日本語・日本文化を

勉強するみなさんにとって役に立ちますか」との質問に、「役に立つので

授業で扱ってほしい」と 8名が答え、「役には立つが授業で扱う必要はな

い」「役に立たないので授業で扱わなくてもいい」と答えた人はいなかった。

学習者の多くは、留学期間に現代文化の実体験や伝統文化を学ぶ機会を求

めているため、文化論自体を近代を含めて材料とすることは不要と感じる

のではないかと思っていたが、肯定的な答えが見られた。

内容については、「授業で扱った日本論のうち、興味があるもの（面白

かったもの）はありますか。あれば☑をしてください。（複数回答可）」と

の質問に、いずれかにはチェックがあり、「どれも興味がない」と答えた
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人はいなかった。自由記述のコメントにも、「取り上げた文学や文化等、

そしての作品がとてもよかったです」「多く日本論について教えていただ

いたことです」「様々な日本の独特な文化・考え方についての授業内容は

大体非常に役に立つと思います。例えば「いきの構造」、「武士道」、「可愛

い文化」などです」（原文ママ）などの意見があった。

しかし、著書にはわかりにくい点も多く、十分に理解を促せなかった回

もあったのが反省点である。わかりにくかったものとして『いきの構造』

（ 3名）、『菊と刀』（ 1名）、『甘えの構造』（ 1名）が挙げられ、「どんなと

ころがわかりにくかったですか。」との質問には、「『いき』という平仮名

の言葉を見て、漢字での読み取りに慣れている私にとって理解しづらいで

す。『甘え』という言葉も、どうやら自分が漢字を通して理解したことと

は違ったようですので、わかりにくいいです。」「いきのコンセプトは広い

からもっと深く理解する必要だと思います。」「その認識が曖昧で、個人感

覚では感じづらいから、よくわからなかった。」（原文ママ）と答えていた。

希望として「ビデオなどで紹介するともっとわかりやすかったと思う」と

明確に示してくれた学習者もおり、今後はとりわけ近代の著書に関しては

ポイントを絞って視覚情報を増やし解説する必要があると感じた。

また「アスペクトをもっと学びたかった」という意見もあった。文化研

究の具体的なイメージをつかむためにも、文化の諸相をより多く丁寧に紹

介する必要があることがわかった。

5 ． 2 　学習者の発表テーマの選択

毎回の授業での学習を意識的に発表につなげたかということについて、

アンケートの「レポートを書くときに、授業で扱った「日本論」は参考に

しましたか。（ヒントを得ましたか。）」との質問には、 8名中 7名が、「参

考にした（ヒントを得てテーマを決めた）」を選択した。学習者が選択し

た発表テーマは以下のとおりである。

・インドと日本の会社カルチャーの比較研究

・先輩後輩関係
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・日本人の自然観と四季を楽しめる文化

・西洋文学の日本化過程　―太宰治の『走れメロス』を中心に―

・日本の接客態度

・歌舞伎の継続から見たインドネシアのワヤン・オラン

・席次に対する意識

・アニメから見る日本の強者意識

テーマの選択においては、まず日本の習慣について自らが気づいたこと

を選択しており、身近な事象に目を向けて授業の最初に話し合う習慣を踏

まえている様子が見られた。席次、先輩・後輩関係など、一般的な日本文

化の特徴として日本事情の授業などでもとりあげられるようなテーマも

あったが、特徴を調べて紹介するだけでなく、「和」の意識と結びつけて

考える、日本文化を学ぶ外国人が習慣を知る意義を考える、など、独自の

発表をしようとしていることがわかった。また、演劇、アニメ、文学をテー

マに選んだ学習者も、特徴を論じるにあたって「武士道」や「kawaii文化」

からヒントを得ようとする姿勢が見られた。

5 ． 3 　意見の表出

授業の最初の話し合いやディスカッションでは、様々な角度から文化を

捉えた意見の交換が活発に行われた。アンケートの自由記述の回答には、

「テーマはそれぞれで日本独特を感じられました。意見交換を通して日本

だけではなく他の国の対照もできてよかったと思いますから、それを続け

て欲しいと思います。」「授業の前日本文化に触れましたかを聞いて、どん

なことだったかについてディスカッションしたのは面白かった。」「教材も

グループでのディスカッションもとても良かったと思います。」（原文マ

マ）とのコメントが見られた。授業の最初の身近に触れた日本文化につい

ての話し合いは、研究方法への気づきを促すとともに、オンライン授業に

よりクラス内での学習者同士の交流がしづらい中、自由に体験を話し合え

る場を持てた点がよかったのではないかと思う。ディスカッションにおい

ても、コメントにあるように日本の文化についてのみでなく学習者の様々
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な背景についても情報や考えを交換することができ、刺激やヒントを得て

自分なりの日本論の発表につなげられたのではないかと考える。

5 ． 4 　授業全体について

授業を通しての感想には、「今まで全然学んだことがない日本の文化・

意義を学べました。」「普通の授業で学べないことを教えていただき、本当

にありがとうございました。」「たくさん新しいことを学びました。」との

記述があった。インプット材料として日本論を扱い、ディスカッションを

通して文化を考えていく構成は、本授業の学習者には新鮮であり、また概

ね合っていたと考える。これらのコメントからは、本国の大学の授業で日

本論に触れる機会はそれほど多くないこともわかる。留学後においては、

上級レベルの学習者は学部の講義の専門科目でそれらを学ぶことも可能で

あろう。しかし、留学生向けプログラムで文化科目を導入することで、日

本語学習を補いつつ研究の基礎を固め、専門的な学びへの橋渡しができる

のではないだろうか。

6 ．おわりに
本研究では、2021年春学期の日本語・日本文化研修プログラムにおける

「日本論入門」の実践について報告した。授業は、身近なできごとの中で

気づいたことや疑問を発展させて考えること、その基盤を作るため日本論

を紹介してアプローチを示すこと、ディスカッションを通して学習者が自

分の考えを膨らませていくことを意識して構成し実践した。日本語教育で

文化論の系譜を扱うことは、教師側からの情報の伝達に留まる可能性や、

学習者が文化を型にはめて考えることに導いてしまう可能性があるなど、

不安があったが、授業では学習者の様々な角度から文化を捉えた意見の交

換が活発に行われた。学習者の反応も概ねよかった。

谷守（2021）は、日本語教育における文化教育について、上級レベルの

学習者は、一般の講義科目で様々な分野を包含する文化を学ぶことも可能

であり、「日本語教員が学部専門科目と平行して、或いはそれを越えて文
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化を教育することは本来の領分から逸れてしまうことになる」と述べ、ま

たその専門性が担保できる者がいるのかという疑問を述べている（33）。

日本語運用能力の向上を主目的とする「日本語」の授業で「文化」の導入

を中心に据えることは確かに難しい。だが、日本語・日本文化研修プログ

ラムのように研究者志向の留学生を含むプログラムでは、日本や日本語を

めぐる様々な問題を授業の主題として扱う必要もある。この「日本や日本

語をめぐる様々な問題」を「文化」と言い換えてもよいだろうが、重要な

ことは「文化教育」を「日本文化を教える」のではなく、「日本を考える

ことに導く」ことと捉えることである。とすれば、今回は「日本論」を主

軸としたが、「文化」はいわゆる「日本文化」を専門に研究している教員

だけが扱うものではなく、各教師が様々な専門性をいかして提供する話題

そのものが「文化」であり、日本語教育の場において上級レベルの学習者

や研究志向の学習者にも、幅広く「文化」を導入していくことが可能であ

ると考える。

注）
１ ）�名古屋大学国際言語センター日本語・日本文化教育部門ホームページ : 日本語・

日本文化研修コース 「目標」「受講資格」参照

　　http://jp.ilc.iee.nagoya-u.ac.jp/ja/japanese/ipaj.html
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